
日本心理学会認定心理士について

Ⅰ　日本心理学会認定心理士
　1990年６月から発足した資格であり、16歳以降通算２年以上日本国に滞在した経験があり、学校教育法に定める
４年制大学で心理学の基本的な教育課程を履修した人に与えられる。資格の認定は日本心理学会が行う。
　人間科学部心理行動科学科（2023年度以降入学生）の学生は、この資格を得るために以下の別表で定められてい
る科目の履修が必要である。
　「認定心理士」に関する詳しい内容、申請手続き、費用などについては心理学研究室（五橋キャンパスシュネーダー
記念館13階、022-354-8177）まで問い合わせること。特に、科目の履修に際して不明な点がある場合は、履修前に
必ず心理学研究室まで問い合わせること。定期的に開催される説明会に参加し、不明点は必ず相談すること。

Ⅱ　「日本心理学会認定心理士」の資格取得に必要な履修科目
１．資格認定の履修条件
　以下の条件をみたして、合計36単位以上取得すること。
１）基礎科目ａ、ｃ領域それぞれ４単位以上、ｂ、ｃ領域の合計で８単位以上取得し、合計12単位以上になること。
２）選択科目ｄ～ｈの５領域のうち３領域以上で、各領域４単位以上取得し、合計16単位以上になること。
３）残り8単位は、ａ～ｉの領域で取得し、充当すること。
４）卒業論文は、最大4単位まで“その他の科目”ｉとして充当できる。
５）�“その他の科目”以外の各領域は、“基本主題”と“副次主題”に分類される。各領域に必要な単位のうち少なく
とも２単位は“基本主題”に属する単位でなければならない。残りの単位は“副次主題”に属する単位でもよい
（副次主題の単位は大学の単位の半分となるので注意されたい）。

２．本学の開設科目との関係
　別表に認定心理士取得の要件となる科目、領域とそれに対応する本学開設の該当科目をあげておく。
　2023年度以降、人間科学部心理行動科学科に入学した学生には別表１が適用される。

Ⅲ　資格申請のための費用・手続き
　原則として申請者が日本心理学会に申し込むが、事前に心理学研究室あるいは本学の心理学教員と相談すること
が望ましい。また、審査料11,000円、認定料33,000円が必要である。
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別表１　2023年度以降入学生のための該当科目一覧

履 修 要 件
（合計36単位以上）

（基本は基本主題、副次は副次主題を表し、数字は認定単位数を表す）

１　　年 ２　　年 ３　　年 ４　　年

（１）基礎科目（12単位以上）
ａ．心理学概論 心理学概論

� （基本・２単位）
臨床心理学概論
� （副次・１単位）

感情・人格心理学
� （副次・１単位）

ｂ．心理学研究法 基礎統計学
� （副次・１単位）

心理学研究法
� （基本・２単位）
心理学統計法
� （基本・２単位）

ｃ．心理学実験実習 心理学実験
� （基本・２単位）
心理的アセスメント
� （基本・２単位）

（２）選択科目（16単位以上）
ｄ．知覚心理学・学習心理学 知覚・認知心理学

� （基本・２単位）
学習・言語心理学
� （基本・２単位）

ｅ．生理心理学・比較心理学 人体の構造と機能及び疾病
� （副次・１単位）

神経・生理心理学
� （基本・２単位）

ｆ．教育心理学・発達心理学 発達心理学
� （基本・２単位）
教育・学校心理学
� （基本・２単位）

ｇ．臨床心理学・人格心理学 ○教育相談の理論と方法
� （基本・２単位）
○生徒指導・進路指導の
理論と方法
� （基本・２単位）
心理学的支援法
� （基本・２単位）

障害者・障害児心理学
� （基本・２単位）
福祉心理学
� （基本・２単位）
健康・医療心理学
� （基本・２単位）
精神疾患とその治療
� （副次・１単位）

ｈ．社会心理学・産業心理学 社会・集団・家族心理学
� （基本・２単位）
産業・組織心理学
� （基本・２単位）

司法・犯罪心理学
� （基本・２単位）

（３）その他の科目
ｉ．�心理学関連科目，	

卒業論文・卒業研究
＊演習Ａ（１単位）
＊演習Ｂ（１単位）
心理演習（２単位）
心理実習（２単位）

＊卒業研究Ａ（２単位）
＊卒業研究Ｂ（２単位）

注１　�○印の科目は教職関連科目として開設。なお、該当する教員と該当しない教員がいるので、不明な点は履修前に必ず心理学研究室ま
で問い合わせること。また、これらの科目は卒業要件単位としては認定されない。履修の際には注意すること。

注２　�＊印の科目は、原則として次の教員が担当した科目とする。井川純一、臼倉瞳、加藤健二、金井嘉宏、櫻井研三、東海林渉、萩原俊彦、
平野幹雄、福野光輝　なお、不明な点は必ず心理学研究室まで問い合わせること。

注３　�上記の表以外の科目でも、担当者および授業内容によりいずれかの領域に該当する場合がある。今後、学年進行にあたって追加認定
される科目が出てくる可能性があるため、履修前に必ずシラバスを毎年度確認すること。
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